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回
目
と
な
る
栃
木
県
消
防
協
会

18
南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会
が
、6

月　

日
掌
、那
須
烏
山
消
防
署
で
開

26
か
れ
ま
し
た
。本
市
か
ら
は
、ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
第
5
分
団
1
部（
藤

田
）が
優
勝
し
、7
月　

日
松

に
開
か

30

れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、消
防
機
器
の
取
り

扱
い
や
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
で
、消
防
技
術
の
向
上
と

団
員
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
隔
年

で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。南
那

須
支
部
で
は
、2
部
門
に
本
市
と
那

珂
川
町
か
ら
8
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、地
域
住
民
や
両
市
町

の
消
防
団
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、

緊
張
感
が
漂
う
中
、大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇

　

な
お
、支
部
大
会
に
先
立
ち
、5
月

　

日
掌
、大
桶
運
動
公
園
で
那
須
烏

29山
市
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。結
果
は
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

第
4
分
団
1
部（
興
野
）が
優
勝
、第
5

分
団
1
部（
藤
田
）が
準
優
勝
。小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
第
4
分
団
3
部

（
中
山
・
平
野
・
八
ケ
平
）が
優
勝
、第
5
分

団
3
部（
下
川
井
）が
準
優
勝
で
し
た
。

　

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
と
那
須
烏
山
・
那
珂

川
警
察
署
は
合
同
に
よ
る
水
難
救
助
訓
練
を
、5
月　

日
晶
、野
上
の

27

那
珂
川
で
行
わ
れ
、消
防
隊
員
や
両
署
員
な
ど
約　

人
が
参
加
し
ま

40

し
た
。

　

こ
れ
は
、梅
雨
や
台
風
に
伴
う
河
川
の
増
水
な
ど
出
水
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、消
防
と
警
察

が
連
携
し
て
迅
速
に
救
助
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
訓
練
で
す
。

　

当
日
は
、梅
雨
前
線
の
影
響
で
栃
木
県
北
部
を
中
心
と
し
た
集
中

豪
雨
に
よ
り
河
川
水
位
が
急
速
に
上
昇
し
、中
州
に
取
り
残
さ
れ
た

4
人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
。通
報
を
受
け
、消
防
・
警
察
救
助
艇

の
出
動
や
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
お
お
る
り
」の
緊
急
要
請
を
行

い
、無
事
4
人
を
救
出
し
ま
し
た
。

　

西
宮
一
美
消
防
長
は
、「
近
年
那
珂
川
で
も
水
難
事
故
が
続
い
て
い

る
の
で
地
域
住
民
も
十
分
注
意
し
て
欲
し
い
。ま
た
、消
防
や
警
察
が

連
携
し
て
救
助
に
当
た
れ
る
よ
う
十
分
に
訓
練
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

上：消防防災ヘリコプター「おおるり」での救助。
下：中州に取り残された人を救出に向かう救助艇。

この時期に多発する水難事故に備えて
消防と警察が水難救助訓練

ポンプ車に乗り込む団員たちポンプ車に乗り込む団員たち。。

小型ポンプ操法小型ポンプ操法。。

大桶運動公園で行われた市操法大会大桶運動公園で行われた市操法大会。。

第　

回
南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会

18藤
田
の
消
防
団
が
県
大
会
へ
出
場

優勝した藤田のポンプ車操法優勝した藤田のポンプ車操法。。
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地
域
防
災
力
の

向
上
目
指
し
て

消
防
団
員
5
人
が
防
災
士
資
格
を
取
得

　

上
境
自
治
会
で
は
、土
砂
災
害
に

対
す
る
避
難
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、6
月　

日
掌
、境
公
民
館
で
初
め

12

て
避
難
訓
練
を
開
き
、住
民
1
7
1

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
避

難
経
路
を
再
度
確
認
し
た
ほ
か
、煙

体
験
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、地
元
消

防
団
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

6
月　

日
松

に
は
、城
東
自
治
会
で

25

防
災
施
設
研
修
会
が
行
わ
れ
、住
民　
20

人
が
、城
東
地
区
那
珂
川
堤
防
の
樋
門

と
滝
田
地
区
分
水
工
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、水
が
乗
り
や
す
い
城
東
地

域
で
、樋
門
の
操
作
方
法
な
ど
を
学
び
、

水
害
に
備
え
よ
う
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

見
学
地
で
は
、市
職
員
か
ら
樋
門
の

開
閉
や
配
水
ポ
ン
プ
の
使
用
方
法
、操

作
な
ど
が
説
明
さ
れ
、多
く
の
地
域
住

民
が
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
中
に
、消
防
団
員
5
人

27

が
現
職
の
消
防
団
員
と
し
て
は
市
で
初

め
て
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
と
は
、N
P
O
法
人
日
本
防

災
士
機
構
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す
。

防
災
士
認
定
者
数
は
、平
成　

年
4
月

28

現
在
ま
で
に
全
国
で　

万
9
1
3
人
。

11

今
回
、本
市
で
は
、団
長
の
興
野
一
美
さ

ん
、副
団
長
の
渡
邉
兼
一
さ
ん
・
小
鍋
孝

志
さ
ん
・
宇
井
良
介
さ
ん
、第
6
分
団
分

団
長
の
岡
則
男
さ
ん
が
取
得
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
は
、日
頃
か
ら
防
災
や
減
災

の
啓
発
活
動
に
努
め
、地
域
の
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
強
化
し
て
い

く
役
割
を
担
い
ま
す
。発
災
時
に
は
そ

の
知
識
・
技
能
を
発
揮
し
な
が
ら
地
域
、

職
場
の
人
た
ち
と
協
力
し
、近
隣
住
民

の
救
出
や
救
援
に
当
た
る
な
ど
地
域
防

災
力
向
上
を
率
先
し
て
行
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、市
で
は
防
災
や
減
災
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
を
増
や
す
た
め
に
も
現
職
の

消
防
団
本
部
役
員
の
資
格
取
得
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、全
国
市
長
会
か
ら
の

派
遣
要
請
を
受
け
、6
月
1
日
昌

か
ら　

日
掌

に
か
け
て
、熊
本
地

19

震
で
被
災
し
た
南
阿
蘇
村
に
、職

員
2
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
は
、窓
口
業
務
を
は

じ
め
と
す
る
市
役
所
等
の
行
政
機

能
の
回
復
・
維
持
や
、応
急
危
険
度

判
定
、避
難
所
の
運
営
、救
援
物
資

の
仕
分
け
等
要
員
の
確
保
を
す
る

た
め
に
、短
期
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
回
、派
遣
さ
れ
た
職
員
2
人

は
、り
災
証
明
書
の
発
行
や
家
屋

被
害
認
定
調
査
の
説
明
業
務
な
ど

に
従
事
し
ま
し
た
。

　

な
お
、現
地
の
様
子
を
伺
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課　

中
山
崇
主
査

　

現
地
は
、1
階
や
2
階
そ
の
も
の
が
潰
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
家
屋
や
土
地
が
崩
れ
て
家

屋
が
コ
ロ
ン
と
転
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。住
居
の
調
査
申
請
受
付
で
は
、担
当

し
た
二
次
調
査
で
3
0
0
弱
の
待
ち
が
あ
り
、

あ
と
2
・
3
ヶ
月
は
調
査
に
時
間
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。今
後
は
、支
援
の
申

請
に
時
間
と
人
出
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。8
泊
9
日
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、と
て
も
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
出
来
た
と
思
う
。

■
ま
ち
づ
く
り
課　

高
瀬
浩
明
主
査

　

南
阿
蘇
村
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
だ
っ
た

が
、業
務
に
つ
い
て
は
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
そ
の
ま
ま
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。熊

本
県
内
に
お
け
る
り
災
証
明
書
発
行
の
遅
れ

が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

調
査
を
す
る
職
員
の
人
選
や
実
施
方
法
な
ど

の
調
査
体
制
に
つ
い
て
、南
阿
蘇
村
で
得
た

知
識
・
経
験
を
那
須
烏
山
市
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
き
た
い
。

災
害
意
識
の
向
上
上
境
と
城
東
で
非
常
時
に
備
え
た
訓
練

上：消防車の設備を見学する住民たち（上境）。
下：住民へ樋門の操作が説明される（城東）。

防災士の資格を取得した消防団員防災士の資格を取得した消防団員。。

市職員を派遣
熊本県南阿蘇村に

り災証明書の受付をする職員り災証明書の受付をする職員。。
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県
立
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
吉
澤
時

明
さ
ん（
鴻
野
山
）が
、市
内
を
流
れ
る
荒
川

と
荒
川
支
流
の
転
石
か
ら
採
集
し
た
ク
ジ

ラ
類
な
ど
の
化
石
を
記
録
し
た「
海
生
哺

乳
類
化
石
採
集
記
録
」を
自
費
出
版
し
、6

月
6
日
捷

に
市
役
所
烏
山
庁
舎
を
訪
れ
、

　

冊
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

26
　

吉
澤
さ
ん
は
、約　

年
前
か
ら
専
門
家

20

の
指
導
を
受
け
、考
古
学
愛
好
者
と
し
て

県
東
部
な
ど
で
化
石
や
縄
文
石
器
な
ど
を

採
集
。こ
れ
ま
で
約
1
万
6
千
個
を
発
見

し
、自
宅
の
資
料
館
で
保
存
・
展
示
し
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
の
一
部
が
現
在
、イ
タ
リ

ア
・
ミ
ラ
ノ
市
の
大
展
覧
会
で
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
に
市
で
正
会
員
加
盟

29

を
目
指
す
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
対
し
、「
こ

の
記
録
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
広
報
活
動
の
役

に
立
て
ば
」と
話
す
吉
澤
さ
ん
。那
須
烏
山

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
の
一
員
と

し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、市
内
の
小
・
中
学
校
の
ほ
か
、

烏
山
高
校
、市
立
図
書
館
な
ど
へ
配
布
し

ま
し
た
。

第63回

　太平寺に所蔵される千体仏は、約
700体が現存しています。像高が20㎝
前後の小像で、全て 地  蔵  菩  薩 が刻ま

じ ぞう ぼ さつ

れています。若林家文書によると、 元 
げん

 文 　年（1737）　月、佐久山領柏崎村の
ぶん

2 9
宗伯という人物が、千体仏を彫像し
たので滝の太平寺に安置したいとの
願文を烏山藩に提出し、翌月に許可
されたとあります。
　千体仏信仰は、江戸時代に広く庶民
に普及しますが、実際に千体の仏像を
刻んで奉納した信仰心には驚かされま
す。作者や制作年代、奉納由来などが
具体的に分かる仏像として貴重です。

市
指
定（
有
形
民
俗
）

 
阿  
弥  
陀  
堂  
千  
体  
仏 （
滝
）

あ 

み 

だ 

ど
う 
せ
ん 
た
い 
ぶ
つ

鴻
野
山
の

吉
澤
時
明
さん

採
集
し
た
化
石
を
記
録
し
た
本
を
出
版
・
寄
贈

大
谷
市
長
に
本
を
手
渡
す
吉
澤
さ
ん　

。
（右）

　

市
で
は
、6
月
3
日　

か
ら　

日　

に
か
け
て
、南

（金）

16

（木）

那
須
図
書
館
で「
縄
文
土
器
の
世
界
～
市
内
に
残
る

縄
文
中
期
の
遺
跡
展
～
」を
開
き
ま
し
た
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、曲
畑
遺
跡
、新
道
平
遺
跡
、

三
ツ
木
西
和
久
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土

し
た
縄
文
中
期
の
土
器
約　

点
、土
製
や
ヒ
ス
イ
製

30

の
装
飾
品
約　

点
な
ど
が
展
示
さ
れ
、図
書
館
利
用

20

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

月7
22日（金）
～24日（日）

山
あ
げ
祭
が
本
番
間
近
！

縄
文
土
器
の
展
示
会
を
開
催

　

那
須
烏
山
市
国
際
交
流
協
会（
束
原
民

範
会
長
）
で
は
、6
月　

日
掌
、「
日
本
文

26

化
体
験
研
修
」を
開
き
ま
し
た
。

市
国
際
交
流
協
会
日
本
の
文
化
を
紹
介

和紙葉書づくりを体験する参加者。

　

こ
れ
は
、市
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
外

国
人
と
の
交
流
を
深
め
、日
本
文
化
を

紹
介
す
る
た
め
に
、初
め
て
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、地
域
住
民
や
外
国
人　

人
27

が
参
加
し
、和
紙
の
里
で
の
和
紙
葉
書

づ
く
り
や
古
民
家
お
お
ぎ
す
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
苔
玉
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

外
国
人
た
ち
は
、初
め
て
の
体
験
に
興

味
津
々
の
様
子
。先
生
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
懸
命
に
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。1
日
を
と
お

し
て
日
本
の
文
化
を
満
喫
で
き
た
よ
う

で
す
。
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■新宿発　　  8：57
■宝積寺着　11：00
■宝積寺発　11：10
■烏山着　　11：41
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■烏山発　　16：38
■宝積寺着　17：22
■宝積寺発　17：45
■新宿着　　19：51

　

7
月　

日
松
・　

日
掌
、　

東
日
本
に
よ
り
新
宿
駅

23

24

JR

か
ら
宝
積
寺
駅
ま
で
快
速
列
車「
烏
山
山
あ
げ
祭
号
」

が
9
年
ぶ
り
に
運
行
さ
れ
ま
す
。車
両
は
、リ
ゾ
ー
ト

や
ま
ど
り
4
8
5
系
6
両
。宝
積
寺
駅
か
ら
烏
山
駅

ま
で
は
、臨
時
列
車
と
し
て
キ
ハ　

が
3
両
編
成
で

40

や
っ
て
き
ま
す
。

　

両
日
、烏
山
駅
で
は
、烏
山
和
紙
の
原
料「 
楮 
」の
枝

こ
う
ぞ

を
使
っ
た
手
旗
で
到
着
し
た
観
光
客
を
出
迎
え
ま
す
。

一
日
先
着　

名
で
旗
を
用
意
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、ご

100

参
加
く
だ
さ
い
。

新
宿
か
ら
特
別
列
車「
烏
山
山
あ
げ
祭
号
」が
運
行
！

　

山
あ
げ
祭
が
、7
月　

日
晶

か
ら　

日
掌

の
3
日

22

24

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
当
番
町「
金
井
町
」若
衆
に
よ
る
準
備
も
最

終
段
階
に
入
り
、6
月　

日
掌

に
は
金
井
に
あ
る
屋

19

台
小
屋
か
ら
山
あ
げ
会
館
へ
と
分
解
さ
れ
た
大
屋
台

の
部
品
を
運
び
出
し
、組
み
直
し
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、7
月
1
日
晶

に
は
奉
告
祭
、3
日
掌

に
は
、大
勢

の
関
係
者
な
ど
が
見
守
る
中
、リ
ハ
ー
サ
ル
を
終
え
、

準
備
万
端
で
す
。

　

一
方
で
、山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
の
出
演
者
た

ち
も
踊
り
と
常
磐
津
の
合
同
練
習
を
行
う
な
ど
、本

番
に
向
け
て
の
最
終
調
整
に
入
っ
て
い
ま
す
。

特
別
列
車
運
行
時
間（　
・　

日
）

23
24

合同練習をする山あげ保存会芸能部会の皆さん合同練習をする山あげ保存会芸能部会の皆さん。。

大屋台の組み直しをする若衆大屋台の組み直しをする若衆。。

山あげ祭奉納余興開演予定時刻及び場所

山の向き場　　　　所芸　　題開演予定時刻日順
東会所前金井町三番叟･将　門午後　時00分721●1 
北御仮殿前仲町十文字将　門午前　時30分9

22

●2 
東佐野医院前鍛冶町将　門正午●3 
西会所前日野町将　門午後　時30分2●4 
南石原食肉店前泉町将　門午後　時5●5 
北神山商店前金井町蛇姫様午後　時30分7●6 
東山あげ会館前蛇姫様午後　時30分9●7 
南会所前仲町将　門午前　時30分9

　
23

●� 
西会所前元田町将　門正午●9 
東山あげ会館前将　門午後　時30分2●̍̌ 
東JR烏山駅前金井町戻　橋午後　時00分5●̍̍ 
北石井材木店前金井町戻　橋午後　時00分7●̍̎ 
北オオイセや前金井町戻　橋午後　時00分9●̍̏ 
北佐藤たばこ店前金井町蛇姫様午前10時00分

　
24

●̍̐ 
東JR烏山駅前金井町蛇姫様午後　時30分1●̍̑ 
東山あげ会館前将　門午後　時00分7●̍̒ 
東会所前金井町将　門午後　時00分9●̍̓ 
東会所前金井町関の扉・千秋楽午後10時00分●̍� 

●出御　　月22日（金）　午前　時00分　八雲神社出発7 6
●渡御　　月23日（土）　午前　時30分　御仮殿出発7 6
●還御　　月24日（日）　午後　時25分　御仮殿出発7 5
※開演予定時刻及び芸題等は、変更することがあります。

●ブンヌキ　八雲神社鳥居前
　24日（日）午後　時45分頃5
各町屋台が一堂に会し、笛・鉦・太鼓
の打ち合いが行われます。

8

11

3

15

10

4
2

14
6

167

12

13

1

9

17 18

5

八雲神社

N 金刀比羅神社

元田町会所屋敷町会所

那須南
病院

烏山高校

烏山女子
高校跡

山あげ会館
那須烏山
警察署

鍛
冶
町
会
所

金井町会所

日野町会所

仲町会所
泉町会所

烏
山
駅

市役所神
長
ト
ン
ネ
ル

御仮殿

観 光 協 会　緯０２８７-８４-１９７７

商工観光課　緯０２８７-８３-１１１５
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小
・
中
学
校
・
高
校
で

運
動
会
／
体
育
祭
盛
ん
に

　

市
内
の
各
小
・
中
学
校
、高
校
で
運
動
会
や
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。5
月　

日
松
に
は
、

28

南
那
須
中
と
烏
山
中
。6
月
4
日
松
に
は
、江
川
小
、烏
山
小
、境
小
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

烏
山
高
校
で
は
、初
と
な
る
体
育
祭
が
6
月
9
日
昭
に
開
か
れ
、あ
い
に
く
の
天
候
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
も
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

5
月　

日
昇
、七
合
小
学
校
で「
人

31

権
の
花
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

①
②
烏
山
小　

③
④
境
小　

⑤
⑥
江
川
小　

⑦
⑧
烏
山
中　

⑨
⑩
南
那
須
中　

⑪
⑫
烏
山
高
校
。

児
童
た
ち
に
思
い
や
り
の
心
を

七
合
小
で「
人
権
の
花
」贈
呈
式

を
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

●ᶃ 

●ᶄ 

●ᶅ 

●ᶆ 

●⑤ ●⑤●ᶊ 

●ᶉ 

●ᶋ 

●ᶌ 

●ᶍ 

●ᶎ 

●ᶈ 
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は
、花
を
育
て
る
こ
と
で
、命
の
大
切

さ
を
感
じ
、豊
か
な
心
を
育
ん
で
も

ら
お
う
と
、毎
年
市
内
の
小
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
、同
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
全
校
児
童

と
人
権
擁
護
委
員
3
人
が
出
席
。代

表
の
児
童
3
人
に
対
し
、「
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
」、「
ベ
ゴ
ニ
ア
」な
ど
の
花
の
苗

が
、そ
れ
ぞ
れ
同
委
員
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、6
年
の
関
谷

実
鈴
さ
ん
は「
い
た
だ
い
た
花
の
苗

人
権
の
花
を
受
け
取
る
児
童
。

小
学
生
が
上
下
水
道
施
設
を
見
学

身
近
な
水
の
大
切
さ
学
ぶ

　

市
内
の
小
学
4
年
生
が
社
会
科
見

学
の
一
環
で
、城
東
浄
水
場
や
烏
山
水

処
理
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、身
近
な
水

の
大
切
さ
と
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

5
月　

日
昌
に
は
江
川
小
で　

人
、

25

28

6
月　

日
昌

に
は
境
小
で　

人
、　

22

14

28

日
昇

に
は
烏
山
小
で　

人
、　

日
昌

37

29

に
は
七
合
小
で　

人
の
児
童
が
市
内

36

の
水
道
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

見
学
で
は
、市
職
員
に
説
明
を
受

け
な
が
ら
、き
れ
い
で
安
全
な
水
を

つ
く
り
、各
家
庭
ま
で
送
る
仕
組
み

や
、使
わ
れ
た
水
を
集
め
、再
び
き
れ

い
に
し
て
川
に
戻
す
仕
組
み
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。ま
た
、見
た
こ
と
の
な

い
機
械
装
置
や
設
備
に
児
童
は
興
味

津
々
。一
生
懸
命
に
メ
モ
を
取
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

懸命にメモを取る境小の子どもたち懸命にメモを取る境小の子どもたち。。

水処理センターを見学する七合小の子どもたち水処理センターを見学する七合小の子どもたち。。

　

白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
す
る
七
合
小
4
年
の
五
十
嵐

未
来
選
手（
大
桶
）が
、「
第　

回
栃
木

12

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
交
流
大

会
」の
4
年
生
女
子
組
手
の
部
で
優

勝
し
、7
月　

日
晶
か
ら　

日
掌
に
か

29

31

け
て
小
山
市
の
県
南
体
育
館
で
開
か

れ
る「
第　

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
別

35

交
流
大
会
」に
出
場
し
ま
す
。

　

同
少
年
団
か
ら
の
出
場
は
初
め
て
。

関
東
大
会
で
は
、県
大
会
で
優
勝
し

た
4
・
5
・
6
年
生
で
一
つ
の
チ
ー
ム

を
作
り
団
体
戦
に
挑
み
ま
す
。五
十

嵐
選
手
は
、「
勝
っ
て
5
・
6
年
生
に
良

い
流
れ
で
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、6
月　

日
掌
に
は
、「
第　

回

19

35

栃
木
県
ジ
ュニ
ア
オ
ー
プ
ン
空
手
道
選

手
権
大
会（
組
手
の
み
）」が
行
わ
れ
、五

十
嵐
選
手
が
小
学
3
～
4
年
生
女
子

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、同

少
年
団
か
ら
、小
学
2
年
生
男
子
の
部

で
五
十
嵐
大
夢
選
手（
七
合
小
2
年
・
大

桶
）が
準
優
勝
、中
学
生
女
子
の
部
で

生
魚
瑠
那
選
手（
烏
山
中
3
年
・
横
枕
）が

3
位
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

空
手
道
・
五
十
嵐
未
来
選
手 
関
東
大
会
へ
出
場

五十嵐選手。

市
教
育
委
員
会
主
催
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、優
れ
た
音
楽
を
鑑
賞
し
、芸
術

に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の

で
、当
日
は
、名
古
屋
を
拠
点
に
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ「
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
」が
和
太
鼓
と
マ

リ
ン
バ
を
メ
イ
ン
に
、「
地
平
」、「
ア
ニ
メ

メ
ド
レ
ー
」な
ど
を
約
1
時
間
に
わ
た
っ

て
演
奏
し
ま
し
た
。演
奏
の
合
間
に
は
、児

童
た
ち
が
手
拍
子
と
と
も
に
歌
を
歌
っ
た

り
、和
太
鼓
を
叩
く
体
験
を
し
た
り
す
る

な
ど
、全
身
で
音
楽
に
触
れ
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
の
体
験
を
し
た
児
童
か
ら
は
、

「
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

烏
山
小
で
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室

和太鼓と手拍子で盛り上がりをみせた会場。

　

6
月　

日
昭
、烏
山
小
学
校
で
同
校
児

16

童
を
対
象
に
県
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室（
県
・
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6
月
5
日
掌
、興
野
農
産
物
直

売
所
で「
新
じ
ゃ
が
い
も
祭
」が
開

か
れ
、市
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
行
事

の
目
玉
は
直
売
所
に
隣
接
す
る
畑

興
野
と
熊
田
で 
じ
ゃ
が
い
も
祭
を
開
催

で
の「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
」。今
年

は
開
始
の
1
時
間
半
も
前
か
ら
並

ぶ
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者

た
ち
は
バ
ケ
ツ
か
ら
溢
れ
ん
ば
か

り
の
新
じ
ゃ
が
を
収
穫
し
、満
足

気
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、新
じ
ゃ
が
で
作
っ

た
肉
じ
ゃ
が
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、新

鮮
な
野
菜
や
加
工
品
、つ
き
た
て
餅

の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、こ
ち
ら
も

好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月　

日
掌

に
は
、自
然
と
仲
良

12

く
す
る
会（
久
宮
敏
夫
会
長
）に
よ
る

「
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
」が
、同
会
が
管

理
す
る
熊
田
の
農
園
で
開
か
れ
、大

勢
の
地
域
住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
の
ほ

か
、本
格
的
な
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
作

り
体
験
や
鳥
の
巣
箱
作
り
体
験
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
参
加

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
元
野
菜
や
米
の
直
売
、そ

し
て
、じ
ゃ
が
バ
タ
ー
や
豚
汁
、お
に

ぎ
り
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、そ
の

美
味
し
さ
に
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　

横
枕
の
根
本
健
さ
ん
宅
の
バ
ラ
が

6
月
初
旬
頃
に
見
頃
を
迎
え
、5
月

　

日
晶
か
ら　

日
掌
、6
月
3
日
晶
か
ら

27

29

5
日
掌

の
期
間
、4
年
目
と
な
る
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
き
多
く
の
地
域
住

民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

5
3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
は
、

つ
る
バ
ラ
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ

な
ど
3
0
0
本
以
上
の
バ
ラ
の
ほ
か
、

ク
レ
マ
チ
ス
な
ど
様
々
な
花
が
咲
き
誇

り
、多
く
の
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

根
本
さ
ん
は
、「
ま
た
来
年
も
大
勢
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

巨大なじゃがいもをバケツいっぱいに（興野）巨大なじゃがいもをバケツいっぱいに（興野）。。

じゃがいも掘りでにぎわう農園（熊田）じゃがいも掘りでにぎわう農園（熊田）。。

バラの香りが漂う根本さん宅の庭。

横
枕
の
根
本
健
さ
ん
宅
で
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

バ
ラ
3
0
0
本
が
美
し
く
咲
く

ほ
た
る
イ
ベ
ン
ト
続
々
と
。

お
お
ぎ
す
ホ
タ
ル
の
夕
べ

　

6
月　

日
松
、大
木
須
の
オ
オ
ム
ラ

11

サ
キ
公
園
で
一
般
社
団
法
人
大
木
須
里

山
を
愛
す
る
会（
堀
江
一
慰
代
表
理
事
）

に
よ
る
第　

回「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」が
開

12

か
れ
、里
山
の
ほ
た
る
を
一
目
見
よ
う

と
市
内
外
か
ら
約
5
0
0
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
や
メ

ダ
カ
里
親
の
会
の
会
員
を
招
き
、横
枕

の
水
生
生
物
や
動
植
物
な
ど
を
採
集
し
、

観
察
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、宇
都
宮
市
の
西
原
こ
ど

も
お 
囃  
子 
会
に
よ
る
演
奏
会
や
尺
八
吹

は
や 
し

奏
家
の
福
田
大
輔
さ
ん
に
よ
る
尺
八
の

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
を
盛
り
上

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
の
塩
山
房
男
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、集
会
所
付
近
の
水
路
で
魚
や
虫

な
ど
を
採
取
。集
会
所
に
戻
り
、採
取
し

た
生
き
物
の
解
説
や
ほ
た
る
の
生
態
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
、様
々
な
生
き
物
に
興
味
津
々
。真
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荒
川
南
部
地
域
保
全
会（
阿
久
津
忠

一
会
長
）で
は
、6
月　

日
掌
、同
会
が

19

環
境
保
全
活
動
を
行
う
小
塙
の
猿
久
保

田
ん
ぼ
公
園
で
、「
生
き
も
の
調
査
」を

開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、親
子
連
れ　

人
が
参
加
し
、

35

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
塩

山
房
男
さ
ん
を
講
師
に
、水
路
や
田
ん

ぼ
に
生
息
す
る
生
き
物
を
探
し
ま
し
た
。

水
辺
に
は
、ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ
や
カ
エ
ル
、

ド
ジ
ョ
ウ
、サ
ワ
ガ
ニ
、カ
ワ
ム
ツ
な
ど
、

き
れ
い
な
水
に
し
か
生
息
し
な
い
生
き

物
を
発
見
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
夢
中
で
生

き
物
を
採
集
し
て
い
ま
し
た
。

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
で
生
き
も
の
調
査

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

今
回
初
出
演
と
な
る「 
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ 
」に

ワ

イ

ラ

よ
る
南
米
の
音
楽「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、観
客
た
ち

は
、地
域
の
ス
タ
ッ
フ
が
手
作
り
し
た

ピ
ザ
や
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
な
ど
を
囲
み
な

が
ら
陽
気
な
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
の
鑑
賞
会
で
は
、会
場
か
ら

徒
歩
で
約　

分
ほ
ど
の
場
所
に
移
動
し
、

15

里
山
に
現
れ
た
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
を

目
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
会
で
は
、5
月　

日
松
か
ら

28

7
月
2
日
松
に
か
け
て
、恒
例
の
ほ
た

る
案
内
所
を
同
公
園
に
設
置
し
、訪
れ

た
約
5
0
0
人
の
見
物
人
を
案
内
し
ま

し
た
。

横
枕
ほ
た
る
祭
り

　

横
枕
青
年
団（
澤
村
佳
奈
横
枕
ほ
た

る
祭
り
実
行
委
員
長
）で
は
、6
月　

日
11

松
、横
枕
伝
承
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場

に
、第
7
回「
横
枕
ほ
た
る
祭
り
」を
開

き
、親
子
連
れ
約
4
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た「
自
然
観
察
会
」に
は
、

げ
ま
し
た
。

　
　

日
松
に
は
、「
ほ
た
る
カ
フ
ェ
」を

18
オ
ー
プ
ン
し
、訪
れ
た
人
々
に
手
作
り

の
ケ
ー
キ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、幻
想

的
な
ほ
た
る
の
光
と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

興
野
で「
ほ
た
る
鑑
賞
会
」

　

6
月　

日
掌
、興
野
集
会
所
付
近
で
、

12

興
野
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
環
境
保
全
会

（
岡
光
一
会
長
）に
よ
る「
ほ
た
る
鑑
賞

会
」が
開
か
れ
、親
子
連
れ
な
ど
約
1
2

剣
な
様
子
で
塩
山
さ
ん
の
解
説
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、日
が
暮
れ
る
と
、再
び
付
近

の
水
路
を
散
策
。暗
闇
の
中
に
光
る
ほ

た
る
を
見
つ
け
る
と
、子
ど
も
た
ち
は

嬉
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、今
年
初
め
て
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
、多
く
の
催
し
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

小
塙
で
ほ
た
る
観
察
会

　

荒
川
南
部
地
域
保
全
会（
阿
久
津
忠

一
会
長
）で
は
、6
月　

日
松
、小
塙
の

18

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
で「
ほ
た
る
観
察

会
」を
開
き
、地
域
住
民
な
ど　

人
が
参

75

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、公
園
の
入
口
で「
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
」と「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」の

違
い
な
ど
ほ
た
る
の
生
態
に
つ
い
て
解

説
を
聞
い
た
後
、観
察
に
出
発
。公
園
内

で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ほ
た
る
が
現
れ
、

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

暗
闇
の
中
に
光
る
美
し
い
緑
色
の
光
に

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

陽気な音楽が流れる会場（大木須）陽気な音楽が流れる会場（大木須）。。

生き物探しに夢中の子どもたち（横枕）生き物探しに夢中の子どもたち（横枕）。。塩山さんによる生き物の解説（興野）塩山さんによる生き物の解説（興野）。。

ほたるに見入る参加者（猿久保田んぼ公園）ほたるに見入る参加者（猿久保田んぼ公園）。。

水路で見つけた生き物を観察する参加者。

　

横
枕
青
年
団（
曽
根
駿
介
横
枕
出
逢
い

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
長
）に
よ

る
、「
横
枕
出
逢
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
、6
月　

日
松
、横
枕
伝
承
セ
ン

18

タ
ー
で
開
か
れ
、男
女　

人
か
ら
7
組

29

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、出
逢
い
の
き
っ
か
け
を
つ
く

ろ
う
と
、那
須
烏
山
市
結
婚
相
談
所
と

共
催
で
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
に

続
き
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
を
深
め

た
参
加
者
た
ち
。途
中
に
は
、よ
し
も
と

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

所
属
の
お
笑
い
芸
人「
上
原
チ
ョ
ー
」、

「
ヨ
ッ
シ
ャ
比
留
間
」、「
チ
ョ
ッ
キ
」が

応
援
隊
と
し
て
参
加
し
、お
笑
い
ラ
イ

ブ
な
ど
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

横
枕
出
逢
い
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

7
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

わきあいあいと進められた交流会。
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着図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

○
夏
風
邪
を
引
き
ま
し
た
…
。原

因
は
分
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。窓

を
開
け
っ
放
し
で
、し
か
も
、お
腹

を
出
し
て
寝
て
い
た
か
ら
。喉
の

調
子
が
悪
く
、声
が
ガ
ラ
ガ
ラ
な

の
で
取
材
先
で「
酒
焼
け
？
」な
ん
て
聞
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、風
邪
で
す
！（
笑
）

○
梅
雨
も
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
、こ

れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
暑
く
な
り
ま
す
。各

地
で
続
々
と
猛
暑
が
記
録
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、今
年
は
？
今
年
も
？
記
録
的
な
猛
暑

に
な
る
ら
し
い
で
す
。だ
か
ら
と
い
っ
て
お

腹
を
出
し
て
寝
る
の
は
、や
め
ま
し
ょ
う
ね
。

風
邪
を
引
き
ま
す
よ
！（
笑
）

○
今
月
は「
山
あ
げ
祭
」で
す
。祭
の
熱
気
も

加
わ
り
、さ
ら
に
暑
く
な
り
ま
す
の
で
、暑

さ
対
策
を
忘
れ
ず
に
！
若
衆
の
み
な
さ
ん

も
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

私
も
気
合
い
を
入
れ
て
取
材
し
ま
す
！

○
烏
山
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
、非
常
に

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。気
持
ち
に
余
裕

を
持
っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
ね
～
！

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

齋　

藤　
 
翔 　
 
太 （ 
誠 
・
愛
美
）野　
　

上

し
ょ
う 

た

髙　

野　
 
凱 　
 
世 （
智
之
・ 
悠 
）興　
　

野

か
い 

せ
い

髙　

野　
　
　
 
樹 （ 
章 
・ 
梓 
）東　
　

原

い
つ
き

田　

代　
　
　
 
匠 （
正
典
・
優
子
）上
川
井

し
ょ
う

佐　

藤　
 
楓 　
 
人 （
崇
幸
・つ
か
さ
）野　
　

上

か
い 

と

神　

山　

ほ
ま
れ（
拓
実
・友
里
恵
）南
大
和
久

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

●
第
5
回
那
須
烏
山
警
察
署
長
・
交
通
安
全

協
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（
5
月　
19

日
昭
、緑
地
運
動
公
園
）

【
団
体
戦
】▽
優
勝
：
大
澤
Ｇ
・
Ｇ
愛
好
会
▽

準
優
勝
：
大
木
須
Ｇ
・
Ｇ
愛
好
会
▽
第
3

位
：
滝
田
本
郷
桜
愛
好
会

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

【
個
人
戦
】▽
優
勝
：
水
井
守（
野
上
）▽
準
優

勝
：
高
徳
宗
光（
滝
田
）、五
味
渕
忠
也（
大
沢
）

●
春
季
男
女
混
合
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
5
月　

日
捷
～　

日
昌
、南
那
須
中
学
校
）

16

18

▽
優
勝
：
ポ
ラ
リ
ス
▽
準
優
勝
：
か
ら
～
ず

▽
第
3
位
：
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

●
第　

回
栃
木
県
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

35

南
那
須
支
部
予
選
会（
5
月　

日
昭
、　

日
晶
、緑
地
運

12

13

動
公
園
）

▽
優
勝
：
荒
川
南
ク
ラ
ブ
▽
準
優
勝
：
藤
田

ク
ラ
ブ
▽
第
3
位
：
志
鳥
ス
ワ
ン
ズ
、こ
ぶ
し
台

●
春
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
6
月
6
日
捷

～
7
日
昇
、南
那
須
中
学
校
体
育
館
）

▽
優
勝
：
四
ッ
葉
▽
準
優
勝
：
藤
田
▽
第
3

位
：
か
な
が
ク
ラ
ブ

●
第　

回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道

12

交
流
大
会（
6
月
5
日
掌
、栃
木
市
西
片
総
合
体
育
館
）

【
4
年
生
女
子
組
手
の
部
】▽
優
勝
：
五
十
嵐

未
来（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
中
学
生
女
子
組
手
の
部
】▽
第
3
位
：
生
魚

瑠
那（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
中
学
生
女
子
形
の
部
】▽
準
優
勝
：
田
﨑
裕

乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第
8
回
那
須
烏
山
支
部
ナ
イ
タ
ー
野
球
大

会（
5
月　

日
松
～　

日
松
、緑
地
運
動
公
園
）

14

28

▽
優
勝
：
藤
田
ク
ラ
ブ
▽
準
優
勝
：
南
大
和

久
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
▽
第
3
位
：
Ｆ
Ｔ
ク
ラ
ブ

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
田
村
友
宏
様（
東
京
都
大
田
区
）か
ら
1
万
円

が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
木
村
栄
子
様（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）か
ら
1

万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
昭
和　

年
度
烏
山
小
学
校
卒
業
記
念
実
行

60

委
員
会（
高
橋
誠
一
委
員
長
）様
か
ら
1
万
2
2

6
2
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
小
林
正
信
様（
東
京
都
杉
並
区
）か
ら
1
万
円

が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
工
勝
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
1
万
円
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

・
大
久
保
ミ
ツ
イ
様（
東
京
都
目
黒
区
）か
ら
1

万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら
5
2
6
万
円
が

24

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
人
権
擁
護
委
員
の
表
彰

▽
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表

彰
：
小
林
洋
子

受受受受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成28年度
コミュニティ助成事業報告

新調した太鼓。

　財団法人自治総合セン
ターの平成28年度コミュ
ニティ助成事業（宝くじの
助成）を活用し、泉町自治会
では、お囃子太鼓や盆踊り
太鼓を新調しました。
　今年の山あげ祭では新しい太鼓でのお囃子
が聴けそうです。
■まちづくり課　緯0287－83－1151
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Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
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後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2016.6.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,216 女
死亡
転出

13,467

人口 26,683（－26）

世帯数 9,467

36
59

4
65

★一般図書★
『すぐそばにある！関東の絶景』
『10年後に失敗しない未来予想図』
　　　　　　　　　　　森永　卓郎
『孫子の兵法』　　　　　　飯島　勲
『すくって楽しい！スコップレシピ』
　　　　　　　　　　田村　つぼみ
『老いも病も受け入れよう』瀬戸内　寂聴
『ＰＴＡグランパ！』　中澤　日菜子
『掟上今日子の婚姻届』   西尾　維新
『いのち買うてくれ』      好村　兼一

★児童図書★
『ざんねんないきもの事典』今泉　忠明
『めざせ鉄道博士！日本全国鉄道路
線地図』　　　　　　地理情報開発
『下からよんでもきつねつき』石井　信彦
『魔女バジルと黒い魔法』茂市　久美子
『ともだちどれだ？』　　新井　洋行

『コケッコーさんとこいぬのトミー』
　　　　　　　　　かろくこうぼう
『みずたまり』　　　　　殿内　真帆
『「パパ」はどうしてパパなの？』
　　　　　　　　すずき　えいけい
『つばめこうくう』もとやす　けいじ

★ＣＤ★
『ＢＥＳＴ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＴＨＲＥＥ
ＶＩＯＬＩＮＩＳＴＳ』　　葉加瀬 太郎  他
『あの日あの時』         　　小田  和正
『ＫＰＰ』　　きゃりーぱみゅぱみゅ
『ファンが選んだベストアルバム』山内  恵介
『胎教モーツァルト』マイケル・トンプソ 他
『デンジャラス  ウーマン』

アリアナ・グランデ
『当代の名人大結集！』古今亭 菊之 他
『みんなだいすきキャラクターソング・
ベスト』　　　　　　　山野  さと 他

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

バ
ー
ベ
ナ
の
花
の
緋
の
色
恋
の
色

高
野　

良
子（
下
川
井
）

足
音
に
泥
鰌
お
の
の
く
青
田
か
な

伊
藤　

博
志（
田
野
倉
）

風
薫
る
川
の
辺
の
巴
人
句
碑

伊
東　

澄
子（
中　

央
）

い
き
い
き
と
わ
が
七
十
路
の
夏
立
て
り

川
俣　

登
志
子（　

旭　

）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

初
陣
の
教
師
生
徒
に
励
ま
さ
れ森　
　
　

豊（
中　

山
）

菜
園
の
雑
草
だ
け
が
倍
も
伸
び石

川　

義
郎（
興　

野
）

親
の
夢
子
に
は
子
の
夢
持
っ
て
い
る

小
針　

久
子（
月　

次
）

身
の
程
を
知
ら
ぬ
甘
さ
の
若
い
頃

小
口　

格
男（
興　

野
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

す
が
す
が
し
き
風
青
空
に
光
れ
ど
も
血
圧
不
調
に
心

は
晴
れ
ず　
　
　
　
　
　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

赤
い
ト
マ
ト
の 
実 
り
を
心
に
だ
き
し
め
て
あ
の
手
こ

み
の

の
手
と
一
人
屋
根
を
張
る　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

霧
に
う
る
む
外
灯
の
下
の
青
春
が
よ
み
が
え
る
街
静

か
に
眠
る　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

紅
月（　

南　

）

バ
イ
バ
イ
と
帰
る 
娘 
と
孫
見
送
れ
ば
夫
婦
の
暮
ら
し

こ

に
ま
た
戻
り
お
り　
　
　
　

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

安心と信頼いつまでも！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：GKくるま、GKすまい、企業総合賠責
◇生命保険：総合収入保障、ガン保険、年金、介護
■問合　〒321－0526　那須烏山市田野倉383
　　　　　緯 0287－88－9870
　　　　FAX 0287－88－0234

昨年度は無料補講を657時間実施！！

歩−Ayumi−塾
☆入塾金0円！今なら中1生、最初の月の授業料半額！
☆各学年には定員がございますのでお急ぎ下さい
※中3生は定員になっております。ご了承下さい

詳しくは…www.ayumi19.net
緯090－5423－4499（代表者：佐藤 諒）

那須烏山市大金186　足利銀行さんのすぐ後ろ
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広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　
「
礼
儀
」・「
作
法
」・「
お
も
て
な
し
」を
極
め

る
茶
華
道
部
。顧
問
の
佐
野
昭
子
先
生
、外
部

講
師
の
白
相
久
子
先
生
の
指
導
の
も
と　

人
19

の
部
員
で
週
1
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、お
て
前
の
際
の
水
の
音
や
お

茶
の
香
り
を
感
じ
と
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
と
い
う
部
員
た
ち
。茶
道
は「
裏
千
家
」、

華
道
は「
小
原
流
」で
す
。

　

毎
年
、烏
山
高
校
の
文
化
祭「
烏
翔
祭
」で

は
お
茶
席
を
設
け
、部
員
が
た
て
た
お
茶
を

振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
、山
あ
げ
祭
最

終
日
と
な
る
7
月　

日
掌

に
は
、初
め
て
の

24

試
み
と
な
る「
お
茶
会
」を
商
工
会
の
2
階
で

開
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
茶
道
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

3年（中山）
堀江美翼　部長

　山あげ祭期間中に開
催するお茶会では、皆
さんが気軽にお茶を楽
しめるように椅子に
座っての茶会を企画し
ています。たくさんの
人に私たちがたてたお
茶を楽しんで欲しいの
で、ぜひお立ち寄りく
ださい。

　

6
月　

日
昌
、つ
く
し
幼
稚
園
年
長

15

組
の
園
児　

人
が
、曲
畑
の
さ
く
ら
ん

41

ぼ
農
園「
ぼ
く
ん
ち
の
樹
」で
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

農
園
に
は
、佐
藤
錦
や
紅
秀
峰
な
ど

　

種
類
が
作
付
け
さ
れ
、真
っ
赤
に
熟

12し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

実
っ
て
い
ま
し
た
。梅
雨
空
に
も
関
わ

ら
ず
、き
ら
き
ら
と
太
陽
の
よ
う
な
笑

顔
で
楽
し
そ
う
に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
頬
張

る
園
児
た
ち
。な
か
に
は
、「
嫌
い
だ
っ

た
の
に
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」と
嬉

し
そ
う
に
話
す
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
農
園
で
は
、8
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て「
モ
モ
狩
り
」も
楽
し
め

ま
す
。

幻想的な“光”無数に輝く
ほたるが見頃迎える
　　月上旬から下旬にかけて、「ほたる」が見頃6
を迎え、各地の鑑賞スポットでは見物人やカメ
ラマンでにぎわいました。
　今年は、例年よりもほたるの出現が　週間ほ1
ど早かったそうです。幻想的な光を放つほたる。
また来年が楽しみです。

つ
く
し
幼
稚
園
の
園
児

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
笑
顔

さくらんぼに目を輝かせる園児たち。

大木須大木須（（　月月　日撮影）日撮影）。。66 99


